
� 広報 2007年（平成19年）10月1�日� 広報【まちかど通信】

文
化
祭
開
催

芸
術
・
文
化
の
秋

　

人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
思

い
や
り
の
気
持
ち
を
育
ん

で
も
ら
い
た
い
と
の
願
い

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
Ｔ

Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
お
は
な
し
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
人
形
劇
が
9
月

19
日
に
、
山
田
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
人
形
劇
は
、
子
ど

も
た
ち
と
作
り
上
げ
て
い

く
参
加
型
の
人
形
劇
で
、

今
回
の
公
演
は
、
田
ん
ぼ

を
テ
ー
マ
に
米
づ
く
り
の

大
変
さ
と
自
然
の
め
ぐ
み

へ
感
謝
す
る
気
持
ち
を

持
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

た
も
の
で
し
た
。

んなで創る人形劇
TEPCOおはなしキャラバンみ

▲人形劇に参加する子どもたち

　

佐
原
、
小
見
川
、
山
田
で
文

化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
芸
術
の

秋
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
皆
さ
ん
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

佐
原
文
化
祭

 

11
月
1
日
㈭
～
5
日
㈪

　

佐
原
中
央
公
民
館
と
佐
原
文

化
会
館
で
、
佐
原
文
化
祭
を
開

催
し
ま
す
。

︽
佐
原
中
央
公
民
館
︾

▼
佐
原
文
学　

11
月
1
日
㈭
発

行▼
美
術
展　

11
月
1
日
㈭
～
5

日
㈪
︵
絵
画
・
書
道
・
写
真
・

工
芸
・
技
芸
・
造
景
美
術
︶

▼
茶
道
の
集
い　

11
月
3
日

㈷
・
4
日
㈰　

10
時
～
15
時

▼
謡
曲
会　

11
月
2
日
㈮　

正

午
～
16
時

▼
囲
碁　

11
月
4
日
㈰　

9
時

30
分
～
17
時

︽
佐
原
文
化
会
館
︾

▼
新
舞
踊
会　

11
月
1
日
㈭　

9
時
～
17
時

▼
吟
剣
詩
舞
会　

11
月
2
日
㈮

　

13
時
～
16
時

▼
音
楽
会　

11
月
3
日
㈷　

13

時
～
18
時

▼
古
典
舞
踊
会　

11
月
4
日
㈰

　

10
時
～
16
時

▼
民
謡
会　

11
月
5
日
㈪　

10

時
～
16
時

▼
生
け
花
展　

11
月
3
日
㈷
・

4
日
㈰

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
内

香
取
市
佐
原
文
化
協
会
事
務
局

☎
(50)
1
2
2
4

小
見
川
文
化
祭

 

11
月
3
日
㈷
、
4
日
㈰
、

 

10
日
㈯
、
11
日
㈰

　

小
見
川
区
事
務
所
と
山
田
公

民
館
で
小
見
川
文
化
祭
を
開
催

し
ま
す
。

︽
小
見
川
区
事
務
所
︾

■
日
時　

11
月
3
日
㈷
～
4
日

㈰　

9
時
～
16
時

▼
展
示　

1
Ｆ
⋮
園
芸
・
茶
の

湯
・
生
け
花
、2
Ｆ
⋮
絵
画
︵
一

般
︶・
刻
字
、
3
Ｆ
⋮
技
芸
・

郷
土
研
究
・
漢
詩
・
写
真
・
囲

碁
・
俳
句
・
短
歌
・
書
道
・
表

装
・
小
中
学
校
の
書
と
絵
画

︽
山
田
公
民
館
︾

▼
芸
能
発
表
会　

11
月
10
日
㈯

～
11
日
㈰　

9
時
～
16
時

　

小
見
川
区
事
務
所
と
山
田
公

民
館
の
間
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

︵
ワ
ゴ
ン
車
︶
を
運
行
。

問
い
合
わ
せ　

小
生
涯
学
習
課

☎
(80)
1
1
0
0

山
田
文
化
祭

 

11
月
2
日
㈮
～
3
日
㈷

　

山
田
公
民
館
で
山
田
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
2
日
㈮
～
3
日

㈷　

9
時
～
16
時

︽
山
田
公
民
館
︾

▼
展
示 

山
田
区
保
育
園
・
小

中
学
生
作
品
、
生
け
花
、
盆
栽
、

山
野
草
、
七
宝
焼
、
パ
ン
の
花
、

ビ
ー
ズ
、
押
し
花
、
書
道
、 

絵

画
、
写
真
、
ち
ぎ
り
絵
、
郷
土

史
、
手
芸
な
ど

▼
芸
能
発
表
会　

11
月
3
日
㈷

▼
囲
碁
将
棋
大
会　

11
月
4
日

㈰▼
俳
句
大
会　

11
月
11
日
㈰

問
い
合
わ
せ　

山
教
育
課

☎
(78)
4
4
3
1

₉月22日道の駅で秋の味覚まつり
　まつりの目玉は、特産
のさつまいも「ベニコマ
チ」を使った焼酎「紅小
町」などの酒類販売フェ
ア。フェアに合わせて
地元産豚肉のウィンナー
や焼きいもなどが提供さ
れ、訪れた人々は道の駅
で味覚狩りを楽しんでい
ました。

Vol.19

香
取
遺
産

▲

向
油
田
貝
塚
出
土
の
縄
文
土
器

　

向
油
田
貝
塚
は
、
山
田
区
の

神
生
字
た
ら
の
木
地
先
に
あ
る

縄
文
時
代
中
期
︵
4
～
5
千
年

前
︶
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
貝

塚
で
す
。
黒
部
川
の
支
流
で
あ

る
清
水
川
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
狭
き
ょ
う

隘あ
い

な
谷
を
望
む
台
地
の
斜

面
に
あ
り
、
東
西
2
カ
所
の
貝

層
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

黒
部
川
流
域
に
広
が
る
沖
積

平
野
を
取
り
囲
む
台
地
上
に
は
、

国
指
定
史
跡
の
阿あ

玉た
ま

台だ
い

貝
塚
や

良よ
し

文ぶ
み

貝
塚
を
は
じ
め
、
数
多
く

の
貝
塚
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
貝
塚
は
、
古
く
か
ら
多
く

の
研
究
者
が
当
地
を
訪
れ
、
発

掘
調
査
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、

全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

本
貝
塚
は
、
昭
和
17
年
に
初

め
て
学
界
に
紹
介
さ
れ
て
以
来
、

昭
和
20
年
代
に
相
次
い
で
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

昭
和
26
年
、
早
稲
田
大
学
の
西

村
正
衛
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

発
掘
調
査
で
は
、
阿
玉
台
式
土

器
の
変
遷
を
、出
土
層
位
に
よ
っ

て
確
認
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
後
の
阿
玉
台
式
土
器
研
究

の
基
準
的
な
資
料
と
な
り
ま
し

た
。

　

縄
文
時
代
に
つ
い
て
書
か
れ

た
本
を
開
く
と
、﹁
阿
玉
台
式
土

器
﹂
と
い
う
土
器
型
式
名
を
必

ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
目
に
し

ま
す
。
阿
玉
台
式
土
器
は
小
見

川
区
の
阿
玉
台
貝
塚
で
出
土
し

た
土
器
を
標
準
と
し
て
設
定
さ

れ
た
型
式
で
、
関
東
地
方
の
縄

文
時
代
中
期
を
代
表
す
る
土
器

型
式
の
ひ
と
つ
で
す
。
粘
土
紐

を
帯
状
に
貼
り
付
け
た
文
様
や
、

幅
の
狭
い
板
状
工
具
や
半
分
に

割
っ
た
篠
竹
の
先
端
を
連
続
し

て
押
し
付
け
た
文
様
が
主
で
、

胎
土
に
金
雲
母
を
多
く
含
む
こ

と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

本
貝
塚
で
は
、
現
在
で
も
地

表
に
貝
殻
や
土
器
の
破
片
が
散

布
し
て
い
る
の
を
観
察
で
き
ま

す
が
、
西
村
氏
の
調
査
以
降
は

本
格
的
な
調
査
は
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
貝
層
の
正
確
な
位
置
や

範
囲
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
向
油
田
貝
塚
は
、
昭

53
年
8
月
20
日
付
け
で
山
田
町

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
合
併
後

は
香
取
市
指
定
記
念
物
︵
史
跡
︶

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出

土
し
た
土
器
の
一
部
は
、
市
文

化
財
保
存
館
︵
く
ろ
べ
館
2
階
︶

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「縄文土器研究の基準的な資料」

向
むかい

油
あぶら

田
だ

貝塚


